
 佐世保市立清水中学校 

学校だより ２号 
令和６年 ４月１５日 
校長 梛尾 吉嗣 

学校教育目標：「明るく、自ら求めて伸びる生徒の育成」 

校訓：凛と在れ   生徒会スローガン：「新風」～もっと先へ～ 

お世話になります！ 
本校勤務３年目となりました校長の 梛尾 吉嗣（なぎお よしつぐ） で

す。※「木」へんに那覇の「那」で、梛（なぎ）と読みます。 

生徒たちの新年度スタートから１週間が過ぎ、４月も折り返しを迎えました。

前号では年度が変わる、新学期が始まるなど節目、区切りというものは、「何か

を始める」「自分を変える」チャンスです。と書きましたが、この１週間を見て

も校内のいたる場面でそのことを感じます。毎朝校門でのあいさつもそうです

し、担任の先生方からも学級における係活動の積極的な取組の話を聞きま

す。きっと誰もが、心の中に期するものがあって令和６年度をスタートさ

せたのだと思います。それぞれが胸に秘めたこの年度初めの「やる気」や

「前向きさ」を継続させて、自分自身の大きな自信に繋げてほしいと思

い、私もしっかりと応援していきます。 

今年度も校訓『凛と在れ』を常に意識の中心に置き、「ひまわり」のごとく、“明るく、自ら求

めて伸びる生徒” を育てていきます。保護者、地域の皆様には、お力添えいただくことばかりで

すが、共に手を取り合いながら生徒たちに向き合っていただければ幸いです。 

始業式における生徒代表決意のことば（一部抜粋・要約） 
２年生：古賀小百合さん 

１年生では物事を計画的に進めることとメリハリのついた行動ができませんでした。２年生では、提

出物などをメモに書いておき、空いた時間を活用して提出物などを行ったり、やるべきことを整理して

時間を決めて取り組むことで成長していきたいです。 

１年生の時にわからないことや心配事があった時に先輩に相談すると優しくアドバイスをくれ背中を

押してくれました。私と同じ経験をする新入生を先輩として背中を押してあげられる２年生になりたい

です。中略～後輩を引っ張っていけるように責任を持ち、充実した学校生活を送っていきたいです。 

 

３年生：川﨑蒼空さん 

最高学年になり頑張りたいことが二つあります。一つ目は生活の自立をすることです。最近母から自

分でできることは自分でしなさいと言われることが多くなりました。年齢を考えれば当然のことです。

また周りを見る力を今よりも付けることです。周りの友達が考えていることや思いを理科できるように

したいです。 

二つ目は、学習に力を入れることです。今年は高校受験がやってきます。自分のいけるところではな

く、自分がいきたい高校を選べるために努力をしたいです。１日１日の授業を大切にし、質の良い学習

の方法を見つけ、自分の力を入試で発揮できるように準備を行いたいと思います。そして３年生全員が

笑顔で卒業できることを目標に頑張りたいです。 

 

生徒会代表：吉田妃来さん 

新三年生のみなさん、次のステージへのみなさんが掲げる目標に向かって、日々の努力を怠らず悔

いなく学校生活を楽しみましょう。 

新二年生のみなさん、一年生が入学してきます。一人一人が先輩としての自覚をもって過ごしてくだ

さい。９月には校舎も生まれ変わります。伝統と誇りを胸に新入生も含め生徒一丸となって素晴らしい

学校にしていきましょう。 

 

鮮明な画像等は、ホームページでご覧ください。 


